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1　 目　的

　 中学校における動物の分類では，動物を脊椎動

物と無脊椎動物に分け，さらに脊椎動物を 5 つ の

種類に分類する。脊椎動物を分類するには分類の

観点の 把握が必要で ， 「子 の 生まれ方 ・体温 の保

ち方 ・呼吸の しか た」 などがあり，こ れ らの 観点

を総合的に判断 し て分類する こ とが 必要 とな る。

　 しか し，生徒は動物の顕著な特徴に よっ て分類

しが ちで ある 。 そ の ため，脊椎動物 の 分類の授業

で は ， 多様な観点か らの 分類を促すために ， しっ

か りと分類の観点を把握させ てか ら ， 話 し合い 活

動を取 り入れ る こ とが有効だろ う。

　 そ こ で ，しっ か りと分類の観点を把握させ るた

めに 2 段階の Jigsaw法 を用 い た 。 第
一

段階 として

脊椎動物の 4 っ の 分類 の 観点（呼吸 ・生殖 ・体温 ・

形態），第二 段階として誤 っ て分類 しやすい脊椎動

物（ワ ニ ・クジラ ・ペ ン ギ ン ・コ ウモ リ）に 関する

カ ウン タ
ーパ ー

トを設定 した。第二 段階カ ウン タ

ーパ ー
トを設定 した の は，第一段階で分類の 観点

を把握 して も，実際の 分類に適用する機会が十分

に与え られな けれ ば定着 しな い と考えたか らで あ

る。

2　 方　法

（1 ） 実施時期 2006 年 10 月下旬〜ll月上旬

（2 ）　 対象　公立 中学校 2年生 3 クラ ス

（3 ）　 授業の 特徴　デジ タ ル コ ン テ ン ツ とワー

　　　 ク シー
トを活用 して，Jigsaw法に よる調

　　　 査活動 と情報共有 を行 っ た 。 その 後，学

　　　 習成果 をもとに話 し合 い による課題 解決

　　　 に取 り組 んだ 。

　　　　　　　 表 1　 授業内容

・Jigsaw 法  一プ 内で発表 した。

成果共有

・課題 1 ウミガメ が何類か話 し合 っ た。

3 ○学習 した観 ワ ニ ，クジ ラ，コ ウモ リ，ペ ン ギ ン の 4種

点で 分類 に つ い て カ ウン タ
ーパ ー

ト
・グル ープを再

・Jigsaw法  構 成 し，ワ
ー

クシ
ー

トに 示 された資料か ら

追求活動 どの よ うな特徴 があ るか、Jigsaw法  の

視点か ら話 し合い ま とめた。
・課題 2 4 種 の動物が 何類に 分類 され るか話 し合

っ た。

4 ○動 物の 生活 ワ
ー

クシ
ー

トをもとに，コ ン ピ ュ
ータを活

と分類 用 して ，Jigsaw グル
ー

プ内で 発表 した。
・Jigsaw法 

成果 共有

・
課題 3 ラ ッ

コ が 何類に 分類され るか 検討 した ．

5O ま とめ い ろ い ろな動物につ い て，基 準 を確 認 しな

が ら分類 し た。

時

1

2

学 習内容

○分類 の 観 点

に つ い て

・Jigsaw法 

　 　 追求活 動

○分類の 観点

生徒の活動

脊椎動物の 5 分類 に つ い て 全体で 学 んだ

後，分類の 観 点 ご とにカ ウン タ
ーパ ー

ト
・

グル
ー

プ を構 成 し，JST コ ン テ ン ツ 「動

物 の くら しと体つ き」や 資料 を基 に ワ
ー

ク

シ
ー

トに ま とめ た。

JST コ ンテ ン ツ を活用 して ，　 Jigsawグル

3　結果と考察

　授業を行っ たクラス を対象に，3 種の動物から，

他 の 2つ と異なるも の を選 ぶ課題で ， 事前調査 ，

事後調査，遅延調査を行 っ た とこ ろ，事前と事後，

事前 と遅延に有意な差が見 られ，授業を受けた生

徒は遅延調査の 段 階でも分類に つ い ての 理解を保

っ て い た。

　また，第
一

段階終了後の課題 1 と第二 段階終了

後の課題 3で の発話 内容を比較した 。 課題 1では

22 グル
ープ中 13 グループが 「生活場所や運動，

外形」 か らウミガ メを両生類に分類 して しま っ た

の に対 し，課題 3 で は 4 つ の観点 を生か した話 し

合 い が行われ，22 グル
ープ中 20 グル

ープが正 し

く分類 した。また，分類 の 説明に関する発話の 中

で
，

「誤 りを含ん だ もの 」 は ，課題 1（45．5％），課

題 3（7．2％），　 「生活場所や運動 ・外見の み で判断

したもの 」 は，課題 1（26，3％），課題 3（1，8％）で あ

っ た。

　 これ らの結果か ら，2 段階の Jigsaw法に よる学

習に よ り，生徒が多様な観点か ら脊椎動物を分類

が で きるよ うにな っ た こ とが うかが えた。
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